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三

要
法
寺
円
智
日
性
に
よ
る

　『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
と
『
太
平
記
鈔
』
の
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

京
都
の
日
蓮
宗
の
古
刹
要
法
寺
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
慶
長
年
間
に
、『
太
平
記
』
や
『
沙
石
集
』
な
ど
の
各
種
の
典
籍
を
相
次
い
で

古
活
字
版
で
刊
行
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、今
日
そ
れ
ら
は
要
法
寺
版
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
刊
行
活
動
を
主
導
し
た
の
が
、当

時
こ
の
寺
に
住
持
し
た
学
僧
円
智
日
性
（
一
五
五
四
～
一
六
一
四
）
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
要
法
寺
版
及
び
日
性
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
新
村
出
氏
に
よ
り
大
正
九
年
四
月
に
「
要
法
寺
版
の
研
究
に
つ
い
て
」
と
し
て
紹

介
さ
れ
、
後
に
同
氏
『
典
籍
叢
談
』
に
収
め
ら
れ
た

*1
。
次
い
で
、
川
瀬
一
馬
氏
が
要
法
寺
版
の
典
籍
に
つ
い
て
書
誌
学
的
基
礎
調
査
を

行
い
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た

*2
。

　

最
近
で
は
、『
太
平
記
』
の
古
活
字
版
研
究
の
観
点
か
ら
、
小
秋
元
段
氏
に
よ
る
要
法
寺
版
研
究
も
な
さ
れ
て
お
り
、
文
献
学
的
研
究

は
着
実
に
深
化
を
続
け
て
い
る
と
い
え
よ
う

*3
。

　

要
法
寺
版
は
『
論
語
集
解
』『
文
選
』（
直
江
版
）
等
の
漢
籍
か
ら
、『
法
華
経
伝
記
』『
天
台
四
教
儀
集
註
』
等
の
仏
書
、『
太
平
記
』
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『
沙
石
集
』
な
ど
の
日
本
の
軍
記
や
説
話
集
、
さ
ら
に
は
日
蓮
の
伝
記
で
あ
る
『
元
祖
蓮
公
薩
埵
略
伝
』
に
い
た
る
ま
で
、
実
に
多
様
な

典
籍
を
刊
行
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
典
籍
が
刊
行
書
目
に
選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
の
事
情
も
あ
ろ
う
が
、
大

局
的
に
は
、
刊
行
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
日
性
の
興
味
の
あ
り
か
、
学
問
の
一
端
を
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
要
法
寺
版
の
中
に
含
ま
れ
る
典
籍
に
『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』（
以
下
、『
編
年
合
運
』
と
略
称
す
る
）
と
い
う
一
種
の

年
表
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
段
に
日
本
の
記
事
、
下
段
に
中
国
の
記
事
を
一
年
ご
と
に
編
年
に
配
置
し
て
、
彼
我
の
出
来
事
を
対
照
さ

せ
た
も
の
で
、
あ
る
事
件
の
起
き
た
年
号
・
干
支
な
ど
を
即
座
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
年
表
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
中
世
の
仏
教
説
話
集
『
私
聚
百
因
縁
集
』
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
年
代
記
的
記
述
に
つ
い
て
考
察
す
る
過
程
で
、『
私
聚
百

因
縁
集
』
と
『
編
年
合
運
』
と
の
間
に
興
味
深
い
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
（
以
下
、
前
稿
と
す
る
）

*4
。

　

そ
の
後
、『
太
平
記
』
や
『
太
平
記
鈔
』、『
元
祖
蓮
公
薩
埵
略
伝
』
に
附
属
す
る
『
蓮
公
大
師
年
譜
』
な
ど
の
、
他
の
要
法
寺
版
と
さ

れ
る
典
籍
と
、『
編
年
合
運
』
と
の
間
に
は
関
係
性
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
そ
れ
は
『
編
年
合
運
』
自
体
の
諸
本
の
成
長
過
程
と
も
関

係
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
知
り
得
た
と
こ
ろ
を
少
し
く
紹
介
し
て
お
き

た
い
。

　

以
下
に
言
及
す
る
要
法
寺
版
と
そ
れ
に
関
係
す
る
典
籍
の
刊
行
な
ど
に
つ
い
て
、
前
記
川
瀬
・
小
秋
元
両
氏
の
研
究
に
依
拠
し
て
ま

と
め
た
の
が
次
の
年
譜
で
あ
る
。
特
記
無
い
限
り
、
記
し
た
典
籍
は
要
法
寺
版
と
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
日
性
生
ま
れ
る
。

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）『
法
華
経
伝
記
』
十
巻
五
冊
（
国
会
図
書
館
蔵
）

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
上
下
二
巻
（
最
終
記
事
よ
り
刊
行
年
推
定
）

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）『
元
祖
蓮
公
薩
埵
略
伝
』
一
冊
（
覆
刻
整
版
の
み
存
）
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慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）『
太
平
記
』（
五
十
川
了
庵
に
よ
る
刊
行
―
要
法
寺
版
で
は
な
い
）

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
上
下
二
巻

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）『
太
平
記
』（
五
十
川
了
庵
に
よ
る
刊
行
、
要
法
寺
版
で
は
な
い
）

慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
上
下
二
巻

慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）『
太
平
記
』（
使
用
真
名
活
字
か
ら
要
法
寺
版
と
認
定
、
底
本
は
慶
長
八
年
版
）

慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）『
沙
石
集
』

慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）『
太
平
記
』（
要
法
寺
版
で
は
な
い
）

慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）『
太
平
記
』（
要
法
寺
版
で
は
な
い
）

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）『
太
平
記
』（
日
性
が
慶
長
十
年
版
を
増
補
・
整
備
し
た
も
の
）

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）『
太
平
記
鈔
』（
刊
行
年
は
推
定
）

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）『
重
撰
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
図
』
上
下
二
巻
（
慶
長
五
年
版
と
は
別
種
の
活
字
を
使
用
、
整
版
本
の
底
本
と

な
る
）

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
日
性
没
。

　

慶
長
五
年
の
『
法
華
経
伝
記
』
は
現
存
す
る
要
法
寺
版
の
中
で
も
最
も
古
い
と
さ
れ
る
典
籍
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
同
年
の
刊
行
と
さ

れ
る
『
編
年
合
運
』
も
要
法
寺
版
刊
行
史
に
お
い
て
は
、
最
初
期
の
典
籍
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
『
編
年
合
運
』
は
、
年
表
と
い
う
工
具
書
と
し
て
の
性
格
上
、
こ
れ
自
体
を
読
ん
で
楽
し
む
と
い
う
よ
り
も
、
様
々
な
歴
史
的

事
象
を
考
察
す
る
上
で
の
座
右
の
参
考
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
研
究
過
程
で
新
た
に
知
り
得
た
情
報
を
逐
次
書
き
込
ん
で
お
く
記
憶
装

置
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
。
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上
下
対
照
の
年
表
と
い
う
体
裁
を
古
活
字
で
再
現
す
る
の
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
典
籍
の
刊
行
よ
り
も
手
間
が
か

か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を
敢
え
て
最
初
期
に
刊
行
し
た
こ
と
の
意
義
が
、
今
改
め
て
問
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
『
太
平
記
』
や
『
太
平
記
鈔
』、『
沙
石
集
』
と
い
っ
た
所
謂
文
学
書
と
は
異
な
り
、『
編
年
合
運
』
の
記
述
内
容
は
こ
れ
ま
で
特
に
検

討
の
俎
上
に
乗
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
む
し
ろ
、
こ
の
書
こ
そ
、
要
法
寺
版
刊
行
に
い
た
る
ま
で
の
日
性
の
文
献
研
究
の
足

跡
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

以
下
、『
太
平
記
鈔
』
や
『
蓮
公
大
師
年
譜
』
な
ど
の
他
の
資
料
と
の
記
述
の
比
較
や
、『
編
年
合
運
』
諸
本
の
本
文
の
展
開
相
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
性
の
文
献
研
究
の
一
端
、
就
中
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
『
編
年
合
運
』
と
『
太
平
記
鈔
』
の

密
接
な
関
係
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
『
編
年
合
運
』
は
、
神
話
・
伝
説
上
の
古
代
か
ら
刊
行
時
の
慶
長
年
間
に
至
る
長
大
な
時
間
を
扱
い
、
更
に
和
漢
両
国
の
様
々
な
記
事

を
対
照
併
記
す
る
浩
瀚
な
年
表
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
細
部
に
至
る
ま
で
の
詳
細
な
吟
味
に
は
時
間
を
要
す
る
。

　

前
稿
で
は
、
中
国
古
代
の
夏
・
殷
王
朝
の
王
の
総
数
や
王
朝
の
期
間
の
み
に
絞
っ
て
、
日
中
の
文
献
を
対
照
さ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、『
漢

書
』『
帝
王
世
紀
』
な
ど
か
ら
北
宋
司
馬
光
の
『
稽
古
録
』
に
継
承
さ
れ
る
数
字
が
、
日
本
で
は
室
町
時
代
後
期
ま
で
一
般
的
に
用
い
ら

れ
て
い
た
が
、
室
町
後
期
に
な
っ
て
、
元
の
『
文
献
通
考
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
新
し
い
数
字
が
急
に
日
本
の
文
献
に
登
場
す
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
新
し
い
数
字
を
記
す
代
表
的
文
献
が
『
編
年
合
運
』
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
前
稿
で
言
及
し
得
な
か
っ
た
『
太
平
記
賢
愚
抄
』
や
慶
長
五
年
古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
な
ど
の
記
述
を
含
め
て
、
改
め

て
記
載
の
変
遷
を
図
表
に
ま
と
め
て
左
に
示
す
。
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夏
（
王
・
年
）

殷
（
王
・
年
）

資
料

成
立
・
刊
行
年
代

一
九
王
・
四
三
二
年

三
〇
王
・
六
二
九
年

晋
皇
甫
謐
撰
『
帝
王
世
紀
』

晋

一
七
王
・
四
三
二
年

三
〇
王
・
六
二
九
年

北
宋
司
馬
光
撰
『
稽
古
録
』

北
宋
一
〇
八
六
年

（
記
述
な
し
）

三
〇
王
・
六
四
五
年

『
冊
府
元
亀
』（
四
庫
全
書
本
）

北
宋
一
〇
一
三
年

一
七
王
・
四
五
八
年

二
八
王
・
六
四
四
年

元
胡
一
桂
撰
『
史
纂
通
要
』

一
三
〇
二
年
自
序

○

一
七
王
・
四
四
一
年

二
八
王
・
六
四
四
年

元
陳
櫟
撰
『
歴
代
通
略
』

一
三
一
〇
年

一
七
王
・
四
五
九
年

二
八
王
・
六
四
四
年

元
馬
端
臨
撰
『
文
献
通
考
』

一
三
一
九
年
上
表

一
七
王
・
四
三
九
年

二
八
王
・
六
四
四
年

元
黄
鎮
成
撰
『
尚
書
通
考
』

一
三
三
〇
年
序

一
七
王
・
四
〇
三
年

三
〇
王
・
六
二
九
年

古
写
本
『
拾
芥
抄
』

十
四
世
紀
初
頭
原
撰
か

一
七
王
・
四
三
二
年

三
〇
王
・
六
二
九
年

周
崇
撰
『
三
国
一
覧
合
運
図
』

一
四
二
三
年
以
前

一
七
王
・
四
五
八
年

二
八
王
・
六
四
四
年

蓬
左
文
庫
蔵
『
編
年
合
運
』

一
五
二
二
年
頃
原
撰
？

○

一
七
王
・
四
五
八
年

三
一
王
・
六
四
四
年

乾
三
撰
『
太
平
記
賢
愚
抄
』

一
五
四
三
年

一
七
王
・
四
五
八
年

二
八
王
・
六
四
四
年

古
活
字
版
『
編
年
合
運
』
※

一
五
六
七
年
頃
原
撰
？

○

一
七
王
・
四
五
八
年

二
八
王
・
六
四
四
年

古
活
字
版
『
拾
芥
抄
』

慶
長
年
間
刊
行
か
？

○ 

一
七
王
・
四
五
八
年

二
八
王
・
六
五
四
年

整
版
本
『
編
年
合
運
』
※

一
六
一
一
年
頃
原
刊
？

△

一
七
王
・
四
五
八
年

二
八
王
・
六
五
四
年

『
私
聚
百
因
縁
集
』
※

一
六
五
三
年
刊
本
の
み

△

※
古
活
字
版
『
編
年
合
運
』
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
慶
長
五
年
刊
本
と
さ
れ
る
も
の
）。

※
整
版
本
『
編
年
合
運
』
は
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
刊
本
（
慶
長
十
六
年
古
活
字
版
の
覆
活
字
整
版
本
と
さ
れ
る
も
の
）
を
使
用
し
、
慶
長
十
六

年
古
活
字
版
で
記
述
の
一
致
を
確
認
し
た
。

※
『
私
聚
百
因
縁
集
』
は
鎌
倉
期
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
の
跋
文
を
持
つ
。
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殷
の
総
年
数
を
見
る
に
、『
稽
古
録
』
ま
で
の
「
六
二
九
年
」
が
、
元
代
の
資
料
に
な
る
と
「
六
四
四
年
」
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
日
本
の
資
料
に
目
を
移
す
と
、
古
写
本
『
拾
芥
抄
』
や
『
三
国
一
覧
合
運
図
』
な
ど
、
十
五
世
紀
初
頭
ま
で
の
資
料
が
「
六
二

九
年
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
一
五
〇
〇
年
以
降
の
資
料
に
お
い
て
は
「
六
四
四
年
」
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

*5
。
百
年
程
度

の
時
間
差
を
置
い
て
中
国
元
代
の
年
代
説
が
日
本
に
普
及
し
た
と
思
わ
れ
る
。
夏
の
総
年
数
が
「
四
三
二
年
」
か
ら
「
四
五
八
年
」
に

変
化
し
て
い
る
の
も
同
様
の
事
例
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
十
四
世
紀
初
頭
に
原
撰
さ
れ
た
有
職
故
実
書
『
拾
芥
抄
』
が
、
古
写
本
に
お
い
て
は
す
べ
て
「
六
二
九

年
」
説
で
あ
る
の
に
対
し
、
古
活
字
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
拾
芥
抄
』
で
は
「
六
四
四
年
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

明
ら
か
に
古
活
字
版
刊
行
に
際
し
て
あ
る
種
の
「
改
訂
」
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
古
活
字
版
は
、
古
写
本
を
そ
の
ま
ま

活
版
化
す
る
の
で
は
な
く
、
古
写
本
の
記
述
に
批
判
的
検
討
を
加
え
た
上
で
刊
行
し
て
い
る
の
で
あ
る

*6
。

　

こ
の
古
活
字
本
『
拾
芥
抄
』
と
夏
・
殷
の
王
数
・
総
年
数
に
お
い
て
全
く
同
じ
数
字
を
記
す
の
が
、
蓬
左
文
庫
蔵
『
編
年
合
運
』（
一

〇
一
―
一
三
、
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
と
略
称
す
る
）
や
慶
長
五
年
古
活
字
本
『
編
年
合
運
』（
以
下
、
古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
と
略

称
す
る
）
で
あ
り
、
中
国
の
典
籍
で
は
元
胡
一
桂
撰
『
史
纂
通
要
』
と
全
く
一
致
す
る
（
表
中
に
○
で
示
し
た
）

*7
。

　

次
章
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
記
述
内
容
か
ら
考
え
て
、
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
は
古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
の
か
な
り
直
接

的
な
原
型
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
や
古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
が
「
六
四
四
年
」

と
す
る
の
に
対
し
て
、
整
版
本
『
編
年
合
運
』
が
「
六
五
四
年
」
と
異
な
る
数
字
を
記
す
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
「
六
五
四
年
」
と
い
う
数
字
は
、
中
国
側
に
は
そ
の
根
拠
と
な
る
よ
う
な
資
料
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
由
来
は
全
く
不
明
で
あ

る
。
原
型
と
お
ぼ
し
き
蓬
左
本
や
慶
長
五
年
の
古
活
字
本
が
正
し
く
「
六
四
四
年
」
説
を
と
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
整
版
本
（
及

び
そ
の
底
本
と
さ
れ
た
慶
長
十
六
年
古
活
字
本
）
に
い
た
っ
て
急
に
異
な
る
数
字
を
示
す
の
は
い
さ
さ
か
奇
異
の
感
が
あ
る
。

　

実
は
、慶
長
五
年
古
活
字
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、整
版
本
に
は
誤
刻
で
は
な
い
か
思
わ
れ
る
数
字
の
相
違
を
示
す
箇
所
が
あ
る
。
後
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醍
醐
天
皇
の
受
禅
・
即
位
の
年
月
日
は
、『
資
朝
卿
記
』
等
に
よ
り
文
保
二
年
二
月
二
十
六
日
受
禅
、
同
三
月
二
十
九
日
即
位
と
知
ら
れ

て
お
り
、『
編
年
合
運
』
の
諸
本
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）。

　
　

蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
文
保
二
年
条
「
二
月
廿
六
受
禅
、
三4

月
廿
九
即
位
」

　
　

古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
文
保
二
年
条
「
二
廿
六
受
禅
、
三4

廿
九
即
位
」

　
　

整
版
本
『
編
年
合
運
』
文
保
二
年
条
「
二
廿
六
受
禅
、
二4

廿
九
即
位
」

　

日
性
撰
と
さ
れ
る
『
太
平
記
鈔
』
巻
一
（
一
〇
頁
上
）
に
も
「
一
御
年
三
十
一
ノ
時
御
位
ニ
即
ケ
奉
、
文
保
二
年
三
月
廿
九
日
ノ
御

即
位
也
」と
あ
り

*8
、
日
性
自
身
正
し
く
即
位
の
月
日
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
ひ
と
り
整
版
本
の
み
三
月
を
二
月
に
誤
っ

て
記
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
を
蓬
左
文
庫
蔵
の
二
種
の
慶
長
十
六
年
古
活
字
版
『
編
年
合
運
』
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
興
味
深
い
事
実

が
判
明
し
た
。
そ
の
内
の
一
種
（
一
〇
五
―
六
）
で
は
、
正
し
く
「
三
月
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
種
（
一
〇
五
―
七
）
で
は
、

「
三
」
の
三
画
目
が
欠
け
て
鮮
明
に
印
字
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
見
「
二
月
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
製

版
本
が
「
二
月
」
と
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
字
画
を
欠
い
た
慶
長
十
六
年
古
活
字
版
を
底
本
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
。 

慶
長
十
六
年
古
活
字
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
活
字
が
従
前
の
『
編
年
合
運
』
と
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り

*9
、
こ
の
古
活
字

本
を
覆
刻
し
た
整
版
本
の
類
が
、
江
戸
期
を
通
じ
て
何
度
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ

う
*10
。

　

翻
っ
て
、
整
版
本
（
及
び
慶
長
十
六
年
古
活
字
本
）
の
記
す
殷
の
総
年
数
「
六
五
四
年
」
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
中
国
資
料
が
見
た
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
慶
長
十
六
年
古
活
字
本
の
製
作
に
お
い
て
発
生
し
た
誤
記
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
余
地
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
整
版
本
『
編
年
合
運
』
と
全
く
同
じ
数
字
を
記
す
現
存
『
私
聚
百
因
縁
集
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
、
少
な
か
ら
ぬ
波
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紋
を
投
げ
か
け
る
（
表
中
△
で
示
し
た
）。

　

前
稿
で
は
、『
私
聚
百
因
縁
集
』
の
「
六
五
四
年
」
に
つ
い
て
、
元
代
に
成
立
し
た
『
文
献
通
考
』
の
「
六
四
四
年
」
説
の
流
布
の
影

響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
、
現
行
『
私
聚
百
因
縁
集
』
の
鎌
倉
期
成
立
に
疑
義
を
表
明
し
た
が
、
こ
の
「
六
五
四
年
」
が
慶
長
十
六
年

古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
の
誤
記
載
に
由
来
す
る
数
字
で
あ
る
な
ら
ば
、
現
行
『
私
聚
百
因
縁
集
』
の
成
立
は
、
さ
ら
に
引
き
下
げ
ら

れ
て
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
以
降
と
も
な
る
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
、
考
察
を
継
続
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
『
編
年
合
運
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
川
瀬
氏
は
、「
こ
の
倭
漢
合
運
図
は
日
性
の
発
明
に
よ
る
編
著
で
は
な
く
、
こ
の
種
の
編
著
に
は

室
町
時
代
に
僧
侶
の
手
で
で
き
て
ゐ
た
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
日
性
が
増
補
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
」と
述
べ
ら
れ
*11
、
小
秋
元
氏
が

「
何
ら
か
の
依
拠
本
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
一
応
、
日
性
の
編
著
と
認
め
て
よ
い
」
と
さ
れ
る
ご
と
く
*12
、
日
性
が
あ
る
種
の
年
表
に
増
補

し
て
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
室
町
時
代
に
僧
侶
の
手
で
」
作
ら
れ
、
日
性
が
「
依
拠
本
」
に
採
用
で
き
た
可
能
性
の
あ
る
著
作
と
し
て
、
前
稿
で
も
言
及
し
、
前

記
表
中
に
も
示
し
た
、
大
岳
周
宗
（
一
三
四
五
～
一
四
二
三
）
の
『
三
国
一
覧
合
運
図
』
が
あ
る
が
、
そ
の
記
述
は
夏
・
殷
の
王
数
・

総
年
数
を
と
っ
て
も
『
編
年
合
運
』
と
全
く
異
な
る
こ
と
が
、
表
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、『
編
年
合
運
』
の
成
立
時
期
及
び
そ
の
成
長
過

程
を
詳
細
に
考
察
す
る
上
で
は
、
年
代
的
・
記
述
的
隔
た
り
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

よ
っ
て
本
稿
で
は
、『
国
書
総
目
録
』
な
ど
で
『
編
年
合
運
』
の
一
伝
本
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
慶
長
五
年
古
活
字
本
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
れ
て
い
な
い
蓬
左
文
庫
蔵
『
編
年
合
運
』（
江
戸
初
期
写
本
二
冊
、
一
〇
一
―
一
三
）
の
記
述
を
比
較
対
象

に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
編
年
合
運
』
の
成
立
状
況
を
考
え
た
い
。

　

蓬
左
本
は
内
題
を
「
重
撰
皇
統
編
年
合
運
図
」
と
す
る
の
み
で
、
慶
長
五
年
版
に
あ
る
よ
う
な
撰
者
名
の
記
載
は
な
い
。
そ
の
成
立
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時
期
は
、
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
に
相
当
す
る
明
嘉
靖
元
年
条
に
「
第
十
一
、
今
上
帝
、
十
六
歳
即
位
」（
世
宗
で
あ
る
）
と
あ
り
、

こ
れ
以
降
、
中
国
の
記
事
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
日
本
の
記
事
も
少
な
く
な
り
、
墨
色
の
異
な
る
別
筆
の
記
事
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
年
が
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
の
底
本
の
書
写
年
次
に
近
い
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

　

一
方
、
慶
長
五
年
古
活
字
本
を
同
様
に
検
討
す
る
と
、
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
に
相
当
す
る
明
隆
慶
元
年
条
に
「
今
上
帝
載

」
と

あ
り
（
穆
宗
実
名
載

）、
こ
れ
が
古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
の
底
本
の
書
写
年
次
に
近
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
蓬
左

本
と
比
べ
て
、
こ
ち
ら
は
四
十
五
年
間
分
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
間
の
中
国
記
事
を
見
て
み
る
と
、
中
国
国
内

の
記
事
は
見
当
た
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
和
冦
と
朝
鮮
王
朝
の
記
事
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

後
に
示
す
よ
う
に
、
古
活
字
本
は
蓬
左
本
を
略
述
し
た
よ
う
な
記
事
を
持
ち
、
一
方
、
記
事
の
種
類
は
、
古
活
字
本
の
方
が
は
る
か

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
活
字
本
は
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
を
利
用
し
、
更
に
そ
れ
に
記
事
を
大
幅
に
増
補
し
て
成
立
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

蓬
左
本
の
原
本
の
成
立
が
先
に
述
べ
た
よ
う
に
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
は
日
性
の
生
ま
れ
る
三
十
二
年
前
で

あ
る
か
ら
、
蓬
左
本
の
原
本
に
日
性
が
関
与
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
現
在
の
蓬
左
本
に
日
性
の
関
与
は

全
く
な
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
次
章
で
述
べ
る
ご
と
き
『
太
平
記
鈔
』
と
の
比
較
検
討
か
ら
、
蓬
左
本
に
お
い
て
既
に

日
性
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
記
事
が
多
数
増
補
さ
れ
て
い
る
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
刊
行
の
翌
年
、
慶
長
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
元
祖
蓮
公
薩
埵
略
伝
』（
続
群
書
類
従
所
収
）

に
附
属
さ
れ
た
「
蓮
公
大
師
年
譜
」
と
、『
編
年
合
運
』
と
の
関
係
を
検
討
し
て
お
く
。
ま
ず
『
元
祖
蓮
公
薩
埵
略
伝
』
と
は
室
町
時
代

末
期
に
成
立
し
た
日
蓮
の
伝
記
資
料
で
あ
る
。
そ
の
撰
者
に
つ
い
て
は
、
内
題
下
に
「
埜
釈
承
慧
撰
」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
永
禄
丙
寅

秋
九
月
十
二
日
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
証
誠
院
承
慧
日
修
が
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
に
編
纂
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

し
か
る
に
、『
大
日
本
史
料
』（
慶
長
十
九
年
二
月
二
十
九
日
条
）
所
収
「
日
宗
著
述
目
録
」
に
は
、「
日
性
、
円
智
院
承
慧
」
と
し
て
、
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『
元
祖
蓮
公
薩
埵
略
伝
』
も
列
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
た
か
も
日
性
の
著
述
の
ご
と
き
印
象
を
与
え
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
日
性

と
承
慧
を
同
一
人
物
と
誤
認
し
た
こ
と
に
よ
る
記
述
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
、「
御
書
注
、
円
注
ト
モ
云
、
十
八
、
永
禄
八
年
中
秋
ノ
序
ア

リ
」
と
あ
る
の
も
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
は
日
性
十
一
歳
の
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
間
違
い
で
、
承
慧
日
修
の
永
禄
七

年
自
序
『
安
国
論
科
註
』
二
冊
と
、
日
性
の
慶
長
十
四
年
成
立
『
祖
書
円
智
註
』
十
八
巻
十
八
冊
を
混
同
し
た
こ
と
に
よ
る
誤
記
で
あ

ろ
う
。

　

さ
て
、『
元
祖
蓮
公
薩
埵
略
伝
』
と
『
編
年
合
運
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
の
書
に
附
属
す
る
「
蓮
公
大
師
年
譜
」
は
『
群
書
解
題
』

の
解
説（
小
林
智
氏
執
筆
）に
依
れ
ば
、
本
体
の
略
伝
よ
り
も
古
く
永
禄
七
年
以
前
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
年
譜
と

『
編
年
合
運
』
と
を
比
較
す
る
と
、
干
支
と
日
本
・
中
国
の
元
号
の
対
応
関
係
は
両
者
全
く
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
年

譜
こ
そ
『
編
年
合
運
』
の
ご
と
き
年
表
を
座
右
に
置
か
ね
ば
記
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
年
譜
に
存
す
る
日
蓮
関
係
の
記
事
、
即
ち
日
蓮
の
年
齢
・
行
動
・
著
述
に
関
す
る
記
事
は
、
生
誕
及
び
入
寂
の
記
事
を
除
い

て
、『
編
年
合
運
』
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
が
、
日
蓮
関
係
以
外
の
記
事
、
即
ち
天
皇
の
即
位
や
社
会
現
象
な
ど
の
記
事
は
両
者
同
文
的

に
一
致
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、『
編
年
合
運
』
に
な
い
記
事
も
年
譜
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
の
ご
と
き
年
表
だ
け

を
用
い
て
、「
蓮
公
大
師
年
譜
」
を
作
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
年
譜
の
成
立
の
下
限
で
あ
る
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
以
前

に
、
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
の
ご
と
き
年
表
が
成
立
し
て
お
り
、
承
慧
日
修
の
よ
う
な
学
僧
に
よ
り
、
日
蓮
宗
の
寺
院
に
お
い
て
利
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
日
性
自
身
は
、『
元
祖
蓮
公
薩
埵
略
伝
』
の
刊
行
に
際
し
て
、
加
筆
補
正
を
施
す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
附
属
す
る
「
蓮
公
大
師
年
譜
」
に
は
、
後
堀
河
院
の
崩
御
を
文
暦
元
年
と
し
た
り
（
正
し
く
は
前
年
の
天
福
元
年
）、
藤
原
定
家
の

没
年
を
仁
治
元
年
と
す
る
な
ど
（
正
し
く
は
仁
治
二
年
）、
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
で
は
正
し
く
記
さ
れ
て
い
る
情
報
を
誤
記
し
た
と
思
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わ
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
刊
行
に
際
し
て
日
性
の
目
が
隅
々
ま
で
行
き
届
い
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

し
か
し
、
一
箇
所
、
年
譜
の
建
長
三
年
条
に
は
「
師
年
三
十
歳
、
依
周
書
異
記
、
仏
滅
二
千
二
百
年
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
蓬

左
本
『
編
年
合
運
』
の
同
年
条
に
は
「
撰
続
后
撰
集
」
と
の
み
あ
っ
て
、
仏
滅
後
の
経
過
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
古
活

字
本
『
編
年
合
運
』
の
同
年
条
に
は
「
撰
続
后
撰
集
」
と
あ
り
、
そ
の
下
段
に
「
世
尊
入
滅
二
千
二
百
年
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

次
章
で
み
る
よ
う
に
日
性
の『
太
平
記
鈔
』で
は
特
に
天
文
二
十
二
年
が
仏
滅
後
二
千
五
百
年
に
あ
た
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、
や

は
り
古
活
字
本『
編
年
合
運
』に
も
そ
の
旨
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
性
の
仏
滅
後
の
経
過
年
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
わ
か
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、「
蓮
公
大
師
年
譜
」の
仏
滅
後
経
過
年
の
記
載
は
、
あ
る
い
は
日
性
自
身
の
補
入
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
う
だ
と
す
る
と
、
逆
に
日
性
が
仏
滅
後
の
記
述
に
用
い
た
資
料
が
『
周
書
異
記
』
で
あ
る
と
判
明
し
、
日
性
の
年
代
算
定
の
根
拠

の
一
つ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
と
も
あ
れ
、
日
性
は
こ
う
し
た
方
法
で
、
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
の
ご
と
き
年
表
に
対
し
て
、

継
続
的
に
記
事
を
増
補
し
た
り
補
正
し
た
り
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
結
実
と
し
て
慶
長
五
年
古
活
字
本
『
編
年

合
運
』
の
刊
行
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　

次
に
、
そ
の
文
中
に
編
者
名
は
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
今
日
で
は
日
性
撰
と
し
て
諸
家
異
論
の
な
い
古
活
字
本
『
太
平
記

鈔
』（
慶
長
十
五
年
刊
行
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
と
『
編
年
合
運
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

ま
ず
検
討
す
る
の
は
、
頓
死
し
た
日
蔵
が
冥
途
で
醍
醐
天
皇
と
出
会
っ
た
と
い
う
、
所
謂
「
日
蔵
入
冥
」
説
話
で
あ
る
。
こ
の
事
件

が
起
こ
っ
た
年
紀
に
つ
い
て
は
、『
太
平
記
』
の
諸
本
間
で
、
延
喜
十
三
年
（
九
一
三
）
と
す
る
も
の
と
、
承
平
四
年
（
九
三
四
）
と
す

る
も
の
の
二
説
が
対
立
し
て
い
る
が
、
日
性
は
『
太
平
記
鈔
』
巻
二
十
六
に
お
い
て
、
そ
の
ど
ち
ら
も
取
ら
ず
次
の
よ
う
に
言
う
。
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一
延
喜
十
三
年
、
誤
ナ
リ
、
当
年
ヨ
リ
後
十
八
年
ヲ
過
テ
延
長
八
年
ニ
崩
御
ナ
リ
シ
ニ
、
如
何
ン
ト
シ
テ
当
年
冥
途
ニ
テ
値
ヒ
申

ス
ヘ
キ
ヤ
、
去
ホ
ト
ニ
上
人
ノ
冥
途
ニ
往
ク
コ
ト
ハ
天
慶
四
年
ナ
リ
（
中
略
）
具
ニ
ハ
元
亨
釈
書
第
九
巻
ニ
ア
リ
、
亦
広
ク
ハ
扶

桑
記
第
二
十
五
巻
ニ
見
ヘ
タ
リ
。（
二
〇
七
頁
下
）

　

生
存
中
の
天
皇
に
冥
途
で
遇
う
わ
け
が
な
い
と
い
う
至
極
明
解
な
理
由
に
基
づ
き
、延
喜
十
三
年
説
を
否
定
し
た
上
で
、『
元
亨
釈
書
』

や
『
扶
桑
略
記
』
と
い
っ
た
確
実
な
典
籍
を
参
照
し
て
年
紀
を
確
定
す
る
と
い
う
日
性
の
注
釈
態
度
が
よ
く
発
揮
さ
れ
た
一
例
と
言
え

る
が
、『
編
年
合
運
』
諸
本
の
天
慶
四
年
条
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
―
「
将
門
之
党
、
藤
原
純
友
滅
、
賀
茂
行
幸
始
」

　
　

古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
―
「
純
友
滅
、
日
蔵
往
冥
途
」

　
　

整
版
本
『
編
年
合
運
』
―
「
純
友
滅
、
日
蔵
往
冥
途
」

　

蓬
左
本
の
段
階
で
は
な
か
っ
た
日
蔵
の
記
事
が
慶
長
五
年
刊
行
の
古
活
字
本
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
色
々
な
資
料
に
接
す
る
中
で
た
ま
た
ま
目
し
た
日
蔵
の
記
事
を
何
気
な
く
補
入
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
や
は
り
、『
太
平

記
』
の
逐
語
的
注
釈
を
行
う
過
程
で
発
見
し
た
事
実
の
要
点
の
み
を
『
編
年
合
運
』
に
増
補
し
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
同
様

の
事
例
は
、『
太
平
記
鈔
』
の
成
立
年
代
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
記
事
に
も
見
ら
れ
る
。

大
集
月
蔵
経
第
九
巻
ニ
、
仏
滅
度
ノ
後
ヲ
五
百
年
ツ
ヽ
五
ツ
ヽ
ニ
分
玉
ヘ
リ
。（
中
略
）
然
レ
ハ
五
々
二
千
五
百
年
ノ
時
分
ノ
事
ナ

リ
、
去
ル
天
文
二
十
年
カ
第
二
千
五
百
年
ニ
ア
タ
レ
リ
、
夫
ヨ
リ
已
来
タ
慶
長
十
五
年
マ
テ
ハ
五
十
九
年
ニ
成
ル
ナ
リ
（『
太
平
記
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鈔
』
巻
三
十
一
「
一
闘
諍
堅
固
」、
二
三
七
頁
上
）

　

こ
の
記
事
に
よ
っ
て『
太
平
記
鈔
』の
成
立
が
慶
長
十
五
年
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
文
中
に
あ
る
天
文
二
十

年
（
一
五
五
一
）
が
仏
滅
後
二
千
五
百
年
に
当
た
る
と
い
う
記
述
は
、『
編
年
合
運
』
諸
本
の
状
況
を
見
る
と
、
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』

に
は
見
ら
れ
ず
、
古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
天
文
二
十
年
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
な
ど
も
機
械
的
に
仏
滅
後
の
経
過
年
を
記
し
た
と
い
う
よ
り
も
、『
太
平
記
』
に
記
さ
れ
る
「
闘
諍
堅
固
」
を
注
釈
す
る
過
程
で
、

『
太
平
記
』
に
描
か
れ
た
十
四
世
紀
の
南
北
朝
の
動
乱
が
、
ま
さ
に
仏
滅
後
二
千
年
か
ら
二
千
五
百
年
に
か
け
て
の
「
闘
諍
堅
固
」
の
時

期
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
気
付
き
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
、
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
に
は
な
く
、
古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
に
初
め
て
現
れ
る
記
事
と
し
て
、
呉
服
の
将
来
年
代
を

記
す
『
太
平
記
鈔
』
巻
三
十
九
「
一
呉
服
部
我
朝
ニ
来
、
応
神
三
十
七
年
ニ
来
ル
ト
日
本
紀
ニ
見
ヘ
タ
リ
」（
二
七
四
頁
上
）
や
、
光
厳

院
の
死
去
年
月
日
を
記
す
『
太
平
記
鈔
』
巻
三
十
九
「
一
七
月
七
日
、
貞
治
三
年
甲
辰
ノ
歳
ソ
」（
二
七
五
頁
上
）
な
ど
が
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
記
事
の
内
容
を
見
る
と
、
手
当
た
り
次
第
に
資
料
を
抜
き
書
き
し
て
、
無
目
的
に
『
編
年
合
運
』
に
転
記
し
た
と
は
考
え
に
く

く
、
や
は
り
『
太
平
記
』
注
釈
作
業
の
過
程
で
調
査
確
認
し
た
事
柄
を
、
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
の
ご
と
き
も
の
に
記
入
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
既
に
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
事
の
中
で
も
、
日
性
自
身
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
定
で
き
る
記
事
も
あ
る
。
蓬
左
本
持
統
天
皇
三
年
条
の
「
始
正
月
卯
日
大
学
寮
献
御
杖
」
と
い
う
卯
杖
献
上
の
記
事
は
、『
太
平

記
鈔
』
巻
二
十
四
（
一
七
〇
頁
下
）
に
「
日
本
紀
ニ
ア
リ
」
と
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
蓬
左
本
推
古
天
皇
十
一
年
条
の
「
始
置

十
二
階
」
も
、『
太
平
記
鈔
』
巻
二
十
四
（
一
七
一
頁
下
）
に
「
推
古
天
皇
十
一
年
十
二
月
ニ
始
テ
十
二
階
ノ
官
位
ヲ
置
カ
ル
」
と
あ
る

こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
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こ
の
あ
た
り
の
年
中
行
事
に
関
す
る
『
太
平
記
鈔
』
の
記
述
は
、『
公
事
根
元
抄
』
に
拠
る
も
の
で
あ
る
と
日
性
自
身
が
断
っ
て
い
る

が
、
日
性
が
『
公
事
根
元
』
を
手
に
取
る
の
も
『
太
平
記
』
注
釈
の
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
う
し
て
得
た
記
事
情
報
を
手
元

の
『
編
年
合
運
』
に
書
き
込
ん
で
成
立
し
て
い
る
の
が
現
在
の
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
れ
と
は
反
対
に
、
依
拠
し
た
年
表
に
記
さ
れ
て
い
る
記
事
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
も
あ
る
。
中
国
へ
の

仏
教
伝
来
に
際
し
て
、
後
漢
の
明
帝
（
顕
宗
）
が
金
人
を
夢
に
見
た
と
い
う
逸
話
の
年
紀
に
つ
い
て
、『
太
平
記
鈔
』
巻
二
十
四
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

一
後
漢
ノ
顕
宗
帝
永
平
十
四
年
、（
中
略
）
明
帝
ノ
夢
ノ
事
ハ
一
天
下
ニ
隠
レ
モ
ナ
キ
事
ナ
レ
ト
モ
、
如
何
ナ
ル
故
ニ
ヤ
、
年
代
ニ

異
説
カ
ア
ル
ソ
、
訳
経
図
紀
第
一
ニ
ハ
三
年
ト
云
、
編
年
通
論
并
僧
史
略
ニ
ハ
永
平
七
年
ト
ア
ル
ソ
、
去
レ
ト
モ
永
平
四
年
ト
云

ヲ
正
説
ト
ス
ヘ
キ
者
也
、
十
四
年
ノ
義
用
ル
ニ
タ
ラ
ス
（
一
九
一
頁
下
）

　
『
太
平
記
鈔
』
に
お
い
て
は
、
引
用
す
る
資
料
名
を
明
記
す
る
傾
向
が
か
な
り
強
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
部
分
で
は
、
異
説
（
永
平
七

年
説
）
に
つ
い
て
は
、『
訳
経
図
紀
』
や
『
僧
史
略
』
の
名
を
挙
げ
る
も
の
の
、
肝
心
の
自
説
（
永
平
四
年
説
）
に
つ
い
て
は
何
ら
根
拠

と
な
る
資
料
を
提
示
せ
ず
、
た
だ
「
正
説
ト
ス
ヘ
キ
者
也
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

実
は
永
平
四
年
説
を
掲
げ
る
仏
教
資
料
は
、
元
代
子
成
撰
・
師
子
比
丘
述
註
の
『
折
疑
論
』（
大
正
蔵
五
二
巻
、
八
一
四
頁
中
）
に
見

ら
れ
る
も
の
で
、
全
く
一
般
的
な
説
と
は
言
え
な
い
が
、『
編
年
合
運
』の
諸
本
で
は
す
べ
て
永
平
四
年
条
に
金
人
の
夢
を
記
し
て
お
り
、

さ
ら
に
大
岳
周
宗
の
『
三
国
一
覧
合
運
図
』
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
中
世
の
和
漢
年
代
記
の
世
界
に
お
い
て
は
こ

の
説
が
流
布
し
て
お
り
、
日
性
も
そ
れ
に
従
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、『
太
平
記
鈔
』
と
『
編
年
合
運
』
の
諸
本
の
関
係
が
端
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
な
事
例
と
し
て
蒙
古
襲
来
の
予
兆
を
記
し
た
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『
太
平
記
鈔
』
巻
三
十
九
と
蓬
左
本
文
永
三
年
（
＝
至
元
三
年
）
条
を
並
記
す
る
。
他
の
『
編
年
合
運
』
は
蓬
左
本
と
同
じ
記
述
を
持
つ

の
で
略
す
。

一
文
永
弘
安
両
度
ノ
戦
、
本
朝
ノ
文
永
ト
元
朝
ノ
至
元
ト
ハ
同
年
ニ
改
元
ソ
、
文
永
三
年
ノ
本
朝
国
史
ニ
蒙
古
高
使
大
船
三
艘
ト

記
セ
リ
、
次
宋
元
通
鑑
第
十
六
巻
至
元
三
年
元
賜
日
本
国
王
書
ト
ノ
セ
テ
、
則
其
書
モ
載
タ
リ
、
然
レ
ハ
両
朝
ノ
記
少
モ
違
ス
ル

コ
ト
ナ
シ
（『
太
平
記
鈔
』
二
七
二
頁
上
）

　
　

蒙
古
高
使
来
大
舩
三
艘
、
二
朔
降
于
泥
、
元
賜
日
本
国
王
書
（
蓬
左
本
『
編
年
合
運
』）

　

一
見
し
て
、
蓬
左
本
の
二
つ
の
記
述
内
容
（
傍
線
部
）
が
、『
太
平
記
鈔
』
の
記
事
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
加
え
て

『
太
平
記
鈔
』
で
は
、「
本
朝
国
史
」
と
『
宋
元
通
鑑
』
の
二
つ
の
典
拠
資
料
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
編
年
合
運
』
を
見
て
『
太

平
記
鈔
』
が
書
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
ず
、『
太
平
記
鈔
』
の
ご
と
き
記
述
か
ら
抄
出
転
記
し
た
の
が
『
編
年
合
運
』
の
記
述
で
あ
る
と

判
断
で
き
る
。

　

し
か
し
、
先
の
検
討
の
ご
と
く
、
蓬
左
本
は
慶
長
五
年
古
活
字
本
に
先
行
し
て
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
慶
長
十
五
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
太
平
記
鈔
』
を
蓬
左
本
が
直
接
参
照
す
る
こ
と
は
勿
論
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
に
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。『
太
平
記
鈔
』
―
よ
り
正
確
に
は
後
に
『
太
平
記
鈔
』
と
し
て
結
実
す
る
日
性
の
『
太
平
記
』
注
釈
の
集
積
―
は
、
慶
長
十
五

年
に
古
活
字
版
『
太
平
記
鈔
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
は
る
か
以
前
か
ら
継
続
し
て
成
長
を
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
過
程

で
得
ら
れ
た
年
紀
は
、
逐
次
蓬
左
本
の
ご
と
き
『
編
年
合
運
』
に
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
う
し
て
記
事
量
の
増
加
し
た
『
編
年
合
運
』

を
慶
長
五
年
に
古
活
字
版
で
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、『
太
平
記
鈔
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
近
時
小
秋
元
段
氏
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
*13
。

『
太
平
記
鈔
』
は
当
初
慶
長
七
年
刊
本
を
底
本
と
し
て
成
立
し
、
の
ち
に
慶
長
十
五
年
刊
本
の
本
文
に
対
応
さ
せ
る
た
め
見
直
し
が

行
わ
れ
、
記
述
の
一
部
が
改
め
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。（
中
略
）
恐
ら
く
日
性
は
慶
長
七
年
刊
本
を
手
に
し
て
す
ぐ
注
釈

を
開
始
し
、
慶
長
十
五
年
刊
本
の
刊
行
に
合
わ
せ
て
『
太
平
記
鈔
』
を
今
日
見
る
体
裁
に
整
え
た
の
だ
ろ
う
。（
傍
線
は
引
用
者
に

よ
る
）

　

つ
ま
り
、『
太
平
記
鈔
』
の
成
立
が
慶
長
七
年
古
活
字
版
『
太
平
記
』
の
刊
行
以
降
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
こ

れ
は
本
稿
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
首
肯
で
き
な
い
。

　

蓬
左
本
『
編
年
合
運
』
に
は
な
い
日
蔵
の
記
事
が
、
慶
長
五
年
古
活
字
本
に
初
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
少
な

く
と
も
慶
長
五
年
ま
で
に
は
、
日
蔵
に
関
す
る
注
釈
活
動
は
完
了
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
他
、
前
述
の
検
討
の
ご
と
く
、
蓬
左
本

『
編
年
合
運
』
自
体
に
既
に
『
太
平
記
』
注
釈
の
過
程
で
得
ら
れ
た
知
識
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
記
事
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

慶
長
七
年
以
降
に
草
卒
と
し
て
『
太
平
記
』
注
釈
に
取
り
か
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

日
性
に
と
っ
て
は
、『
太
平
記
』
の
注
釈
的
研
究
こ
そ
、
実
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
ご
と
き
仕
事
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
彼
は
他
の
学

僧
の
よ
う
に
教
学
研
究
の
道
に
沈
潜
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
外
典
の
読
解
・
注
釈
と
そ
の
記
事
の
編
年
配
列
に
精
力
を
傾
注
し
て
い
っ

た
。
そ
れ
は
僧
侶
と
し
て
の
立
場
か
ら
も
、
決
し
て
矛
盾
し
た
活
動
で
は
な
く
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
歴
史
の
移
り
変
わ
り
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
で
、「
諸
法
実
相
」
の
法
華
経
説
が
展
開
す
べ
き
世
界
の
変
化
の
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
と
も
思
わ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
意
味
で
、
要
法
寺
版
刊
行
史
が
、『
編
年
合
運
』
で
幕
を
開
け
、『
太
平
記
鈔
』
で
事
実
上
の
打
ち
止
め
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
単
な
る
偶
然
の
結
果
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
日
性
の
著
述
刊
行
活
動
の
始
ま
り
と
完
結
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
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あ
ろ
う
。

　

従
来
、『
編
年
合
運
』
は
多
数
の
要
法
寺
版
刊
行
書
目
の
一
種
と
し
て
列
記
さ
れ
る
だ
け
の
存
在
で
あ
っ
て
、『
太
平
記
』
や
『
沙
石

集
』
と
い
っ
た
所
謂
文
学
書
と
は
異
な
り
、
使
用
さ
れ
た
活
字
の
種
類
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
が
検
討
さ
れ
る

こ
と
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
お
よ
そ
そ
の
文
中
に
何
ら
か
の
紀
年
を
持
つ
あ
ら
ゆ
る
典
籍
は
、
す
べ
て
年
表
上
に
記
載
さ
れ
得
る
、
ま
た
記
載
さ
れ
る

べ
き
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
典
籍
の
記
述
を
批
判
的
に
検
討
す
る
に
は
、
信
頼
す
る
に
足
る
年
表
を
座
右
に
置
く
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
逆
に
様
々
な
文
献
に
接
す
る
こ
と
で
、
そ
の
中
の
記
事
を
自
分
だ
け
の
年
表
に
記
録
し
て
お
き
た
い
と
い
う
動

機
も
生
ま
れ
る
。

　

日
性
に
と
っ
て
『
編
年
合
運
』
と
は
、
単
な
る
刊
行
書
目
の
一
つ
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
に
心
血
を
注
い
で
き
た
『
太

平
記
』
な
ど
の
文
献
研
究
の
成
果
を
逐
一
盛
り
込
ん
だ
年
表
な
の
で
あ
っ
て
、
彼
自
身
に
と
っ
て
最
も
使
い
や
す
い
参
考
文
献
で
あ
り
、

成
長
し
続
け
る
知
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　
『
時
慶
記
』
や
『
慶
長
日
件
録
』
に
は
、
刊
行
な
っ
た
『
編
年
合
運
』
を
手
に
し
て
貴
顕
を
訪
問
す
る
日
性
の
姿
が
記
録
さ
れ
て
い 

る
*14
。
慶
長
五
年
古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
に
は
、
日
性
が
『
太
平
記
』
の
注
釈
を
始
め
と
す
る
古
典
研
究
の
過
程
で
得
た
歴
史
知
識
が

満
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
満
を
持
し
て
世
に
問
う
た
日
性
の
著
作
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

�

*1　

新
村
出
氏
『
新
村
出
全
集
』
第
八
巻
「
要
法
寺
版
の
研
究
」
一
七
四
頁
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
）
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*2　

川
瀬
一
馬
氏
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
、
一
九
六
七
年
）。

*3　

小
秋
元
段
氏
『
太
平
記
と
古
活
字
版
の
時
代
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
氏
「
要
法
寺
版
を
め
ぐ
る
覚
書
」『
芸
文
研
究
』
九
五
号
（
二

〇
〇
八
年
）。

*4　

拙
稿
「『
私
聚
百
因
縁
集
』
の
成
立
時
期
（
二
）
―
『
拾
芥
抄
』『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運
』
等
へ
及
び
た
る
『
文
献
通
考
』
の
影
響
か
ら
―
」『
名

古
屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
三
六
（
二
〇
〇
九
年
二
月
）

*5　

こ
の
「
六
四
四
年
」
に
つ
い
て
、
王
鳴
盛
撰
『
十
七
史
商
榷
』
で
は
「
左
伝
云
商
載
祀
六
百
、
律

志
云
六
百
二
十
九
年
（
中
略
）
邵
氏
経
世

金
氏
通
鑑
前
編
又
改
為
六
百
四
十
四
年
、
更
不
知
其
何
拠
、
胡
渭
洪
範
正
論
又
於
六
百
四
十
四
年
之
外
欲
更
進
一
年
（
後
略
）」
と
述
べ
る
が
、

今
回
、
邵
雍
『
皇
極
経
世
書
』
及
び
金
履
祥
『
通
鑑
前
編
』
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
六
百
四
十
四
年
」
の
記
載
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

*6　

な
お
、
古
写
本
『
拾
芥
抄
』
に
お
け
る
甲
種
・
乙
種
の
二
系
統
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
中
国
王
朝
の
王
数
や
年
数
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
乙
種
の
方
が
典
拠
に
近
く
、
甲
種
よ
り
も
先
行
し
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
通
説
と
は
逆
の
結
果
が
出
た
。
王
数
や
年
数
の
相

違
は
、
文
献
の
系
統
分
類
に
お
い
て
有
効
な
指
標
足
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。
拙
稿
「『
明
文
抄
』
と
『
拾
芥
抄
』
の
諸
本
―
そ
の
「
唐
家
世
立

部
」
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
愛
知
文
教
大
学
比
較
文
学
研
究
』
九
（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）。

*7　

ち
な
み
に
こ
の
『
史
纂
通
要
』
に
は
一
四
一
二
年
刊
行
の
朝
鮮
活
字
版
（
癸
未
活
字
使
用
）
が
あ
り
、
韓
国
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
ソ
ウ

ル
大
学
所
蔵
）。
こ
の
典
籍
が
日
本
の
古
活
字
版
刊
行
の
時
期
以
前
に
日
本
に
将
来
さ
れ
参
照
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

*8　

以
下
『
太
平
記
鈔
』
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
蓬
左
文
庫
蔵
慶
長
十
五
年
古
活
字
本
を
使
用
し
、
現
在
ま
で
唯
一
の
活
字
翻
刻
で
あ
る
『
国
文

註
釈
全
書
』
第
二
巻
の
当
該
頁
数
を
記
し
た
。

*9　

前
掲
小
秋
元
段
氏
「
要
法
寺
版
を
め
ぐ
る
覚
書
」
で
は
、
慶
長
十
六
年
古
活
字
本
『
編
年
合
運
』
に
つ
い
て
、「
活
字
・
系
図
と
も
〔
慶
長
五

年
〕
刊
本
と
は
別
種
で
あ
る
。
要
法
寺
の
刊
行
書
と
認
め
ら
れ
る
か
、
留
保
が
必
要
だ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
。

*10　

整
版
本
『
編
年
合
運
』
の
江
戸
期
に
お
け
る
流
布
状
況
に
つ
い
て
は
、
栗
田
元
次
氏
「
倭
漢
編
年
合
運
と
聖
世
紹
胤
録
」『
史
学
研
究
』
九
―
一

（
昭
和
一
二
年
六
月
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
古
活
字
版
及
び
製
版
本
の
書
誌
に
つ
い
て
は
朝
倉
治
彦
氏
「
要
法
寺
版
『
和
漢
合
運
』
素
描
︱
若
き

友
人
へ
」『
国
学
院
大
学
近
世
文
学
会
会
報
』
一
五
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
も
参
照
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
諸
論
に
は
写
本
の
『
編
年
合
運
』
へ

の
言
及
は
な
い
。

*11　

前
掲
川
瀬
氏
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
増
補
篇
七
〇
一
頁
。
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一
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*12　

前
掲
小
秋
元
氏
「
要
法
寺
版
を
め
ぐ
る
覚
書
」。

*13　

前
掲
小
秋
元
氏
『
太
平
記
と
古
活
字
版
の
時
代
』
一
一
四
頁
。

*14　

西
洞
院
時
慶
『
時
慶
記
』
第
二
巻
（
時
慶
記
研
究
会
翻
刻
・
校
訂
、
平
成
十
七
年
、
臨
川
書
店
）
の
慶
長
七
年
の
条
に
は
、「
一
世
雄
坊
来
入
、

年
代
記
板
校
二
冊
給
、
又
扇
子
五
本
給
也
」（
七
月
十
二
日
）、「
一
三
順
取
次
年
代
記
一
部
遣
候
、
昨
日
世
雄
坊
へ
代
ノ
義
尋
ニ
遣
、
様
躰
聞
候

間
、
代
ノ
義
申
遣
候
」（
八
月
十
八
日
）、「
一
元
鑑
へ
柿
一
折
遣
候
、
又
年
代
記
約
束
候
間
遣
候
」（
八
月
二
十
三
日
）、「
一
世
雄
坊
へ
先
度
年
代

記
ノ
替
艮
十
四
匁
申
付
候
、
又
再
返
候
」（
十
一
月
八
日
）
な
ど
の
記
事
が
見
え
、
船
橋
秀
賢
『
慶
長
日
件
録
』（
史
料
纂
集
、
山
本
武
夫
氏
校

訂
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）
の
慶
長
十
年
の
条
に
は
、「
次
要
法
寺
上
人
被
来
、
也
足
軒
同
心
也
、
新
板
和
漢
合
運
図
被
恵
之
」（
十
一
月
六
日
）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日
性
が
西
洞
院
時
慶
や
舟
橋
秀
賢
な
ど
に
『
編
年
合
運
』
を
披
露
す
る
と
共
に
、
そ
の
販
売
に
関
す
る
取
り
次

ぎ
な
ど
を
依
頼
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。


